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山形県最上岸田名木沢試錐’結果

∫

　，自拶県非村山郡・最上郡に，またがる最上炭田の地質調　¶

　査Q結果にもとず。いて・非村山郡嘱原村名木沢地内の最・

　上川大轡曲部の台地に深度150卑の講錐を行V・1徳永が

　その位置の選定及参コーア調査に，．工事は，・本所試錐課

　の難督のも、とに綿沢炭鉢ヂ当つたg

，工事4螺和25年7那，日施拶月7瞳約勘月間
　行われ，R3qo型試舞機を用V・，初孔径100mm，維孔律

6施m，♂一ア撫職31％・碗つた．

　試錐工事現場は台地上の灘原であるため用水に便であ・
　　　　グ　るが，雷力設備参まだな》ため，原動機に1き1Q爵力の

　石油発動機塗用v・え。

　試錐施行位置は7奥羽線芦沢駅から西方約2・2km・

’幅沢淡鉱（鉱業権者永井寅松）の鉢区に属し，標高

　116。7m3角点のS840Wの方向，3角点から直距離
　880卑の地点である。附近は標高60盃の河成段丘が広く

　発達ト・河岸に僅力、点々と爽表層湊露出している・

　，最上淡田中心部を南北に走る狸羽根背斜軌は・・この地

　域の北方で東に曲りながら南に沈みその西翼に当る最上

　　　　　　　　　　　　ノ　川岸では，木左三尺及び西尺の2炭層を，木友芦沢坑で

　稼行してV・る。

　試錐を行つた地域はその南に当るが，これら袈層の連

　続が確認できず，叉現在116。7m三角点の東側で稼行し

　ている東亜・西野・大山等の諸表鉱の淡層が，王誰表暦の

　いづれに当るかが採炭上の間題となつてv・た。最上川西

不良のため不明確であつ孝。

以fの理由と共に，6この地域には猿羽根背斜り南西に・

派生した小ドーム構造が伏在し，上記2淡暦よりも更に

下位の所謂木友本暦，（最、ヒ淡田における炭暦中の最厚

暦）の存在が推楚されるに至つたので，’試錐を行うこと

になつた。一　　　　　　　　　　ぐ・

未知淡暦の確認と地質暦序の関係を明かにするため行

われたとの試錐は，深度31mで，’厚さ1．2血の炭層を，
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魎

深度43・85mで厚ざ1・8卑の表暦に当り・暦序上これら

は・不友奉層と下三尺淡層であるζとが確認できた。

　試錐のコアによれば，地質は第2図のよ与に主として　．

くづれやすv・砂と凝次質頁岩め写暦6あ砂ジ地表を千は厚

き3mの駈円鯉紛布』談鰍舛位哩暦鰍
勝ちで・炭暦の上下盤は・凝友質頁岩である6深度‘6q～

110鋤附返は’潮質となり，更に漂部峠砂質と奪多。』大

部分は最上岩田上部來表層の中部に当ち高倉山轡ざ・深
　　　　ノ　　　　　　　　　　ロ　　げ　ド　　　　みでりや
度116m域下は，，主に石英質粗粒砂からなり’．実栗屋暦

（粗髪砂岩層）1に属する。　　一　1一　ず・一

駿質麻質緬多櫨旅あるが，－上部鹸顧嚇

のとしてほ，質が硬く良質である。下位の表層には厚ざ

1cmめ噂色凝次質頁岩の來みがあり，その傾舞角度は

写丙外と考えられるので・試錐コァの淡層は眞の層厚に

近い値翫すも、のと覇て勘題解。鞭れ螂上
位淡層の厚さほ1．18m，下位表麿の厚さは1．78mとな

る。　鵯　　　　　　　、　　　　置

從來最上郡舟形欄辺以献ほ・ 膿鱗塔友糖
の存在ボ確認されていな渉つたが，この地域で稼行出來

る深璋にその存在参認め昏れた結果・確牢樫麟淡量も相

当増加し・附近炭鉱はその開発に着手し孝9、，（徳永重元）、

乏鱗地表地質襟喋礎の堺1麟鱗繹凱
載嘩鵬哲鱗ある？（岬 I一、、＝。』△1、「

礁

■

553．625：550．8（522。6）’

大分県玖i珠郡野上村珪藻土．調査報告

　●
　要約
11』珪藁土は六分県玖珠郡野半村一帯に分布する。

1
3

ボ珠藻土暦は第四紀に堆積した潮成暦6南る。

・・3・第四紀暦の厚さば最享等20mで殆んど水李に分布

’し下盤は棚であるが・ 上は阿蘇鰐或は知岩に被

覆されている。

・珪藻土は，多くの暦準に分布しており，莫大な量があ

る。』1　　　　－　　1りρ　　　　　＼・

　4・探掘條件が良好な地域が現在数個の会祉により稼

行さ才している。

　5・珪藁は円形の（か610≠ε〃召、（翫幼h4溺4♂s6％sP〉1が・

主で・他に ゆ励6〃癩1吻Jo伽αが認められる。

6・本齢繍課の騨罫＄i9轡号7獅
ある。

乳会祉叩夫々附胤場が塾．乾粥整して・』『
断熱保盗材として豊後中村駅より〔発邊される。

も　1、

　　　　4、
　　　　l　I
　　　　ナ
漂≧、』L
嚇愈、惣〆　　『∂猶
侮Y、・粋、’　　、一d、

こ鷺磯篇藏総』，、

醜㌍無圏融離阜　』魑
　　　第1図　　大分縣玖珠郡虜上付附近地質略図

・8』生産の最木り隆路は乾煉tぐある。（昭和＃4年3月

調査’浜地忠男』層岡田健家・原田種成）、、

553．611』6：『550．懲F〈521」81〉622。11

　　　　　　　　鳥取県騨戸村ベントナ

　　憩戸村一帯は石英粗面岩め逆出に伴う同質の角礫凝次

・　　岩の地帯である。もの角礫凝次岩が第三紀末め温泉作用

　　に！依る熱水変化を牽けたのカも稗戸びン歪宵イトg成因

　　である。その熱水変化の匡域は祖巻捧範騨こ翠ぶもρの

　　様であるが，踏査の箪囲で体上砂皐？大潜棚を中勲とヤ．

　　練西115晦聯・kmり15q弄専及ん獅郵、
　　その中で企業の対象となりうるベソトの埋藏量に180万

　　　　　　　ペド
　t位であろう。その贔位性質について1叢只なお今後の試

く瞼の結果をまたなければならな》が』吸着性の張》こと

　と膠糟雛購即蘇噺潟賭の噸晶随する
　ものと考え考零かろ5。比麟的蓮搬の便利な位置にあ

、　．り，採掘g審‘易なこと乏は，』企業の点に非常に，有利であ‘

　り，・六量生産も可能である哉考え∵る。≦昭和24年8月調

　査．加藤信・甲藤次郎）
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553，3：．550．8　（523．5）　：622．1

　　　　　　　　　蜜
　　　　高知県安藝鉱山鉄・マ’ンガン鉱床概況

、昭和25年．5．月当地方の炉材珪石調査の際孚日聞当鉱

床を概査した己

〔鉱区番号〕試登第2，102号。

〔鉱業権者〕佐潭島英禰他2（大取市東区安堂寺橋痺3

の6〉　　。　　　　．〆
〔位置丁安藝郡井の口村宮の上を中心として，その東

山両山瞑の地域ρ・

〔地質及ぴ鉱床〕附近一帯は安藝川暦の頁岩が多V・。

一般走向IN60。～70。E，概し七北に急傾斜する。鉱床1ま

主として同暦中の含鉄チヤート中に胚胎し，時にはチヤ

9
一
ト
に
接
す る頁岩，砂岩中にも存する。形態ぽチヤート

の走向方向と長径の方向を同じくするレシズ瓶のものが

多V・。．その長径の大きさは時に健灘十mに達するもの，

・もある。

ノ〔見込品位〕：Fe％＋Mn％30％前後。一般に品位は

低いが，鉱体中の変化は少い。レ．

　〔備考〕　終戦後休山，残存鉱量比較的大。故に，低品・

位鉱でも処理ざわる時期にに乳考慮の余弛あるものξ認

　ゼ1る9（菊池徹）　・　　　　　　　　　　　「　・哩

　　書
、06、（521．25）：622．001．5；・0612！．3

第一回鉱業技備会議秩父鉱山現地研，究会

E太鉱業会・日本鉱業協会主催の第一回鉱業按術会議・F

の秩父鉱山現地研究会は’Dr・B・M・Page・西脇親雄民

等の指導の下に昭和25年7月28日より8月8日まで行，

わオτ，参加者総1数30名o当卜所よりほ菊池徹・高島渚が

参加した。Dr．Pageの云われる調査方法は，一口にし

て云えば・野外（坑内をも含む）に於そ・あらゆる手段

に依り自然の事実を極めて注意深く丁寧に観察し，それ

を適正な方法にて，趣めて正確に図面化する事である。

而してその図面に佐り綜合的にいくつかの性質をみちび

き，鉱床の胚胎状態を推定しよう≒するものである。．

ごれらの調査方法は我勧ととつて必ずしも新しいもめ

ではなかつたし，今ま6もとの様な方法でやれぱ良V・と

　　　　　　　　　う云う事も知つていた。然しそれを自から本当にやつて見

て，自分で非常に良い方法であると云う確信がつV・たる

なお地質学的の研究結果は資親として保存してある。

　　　　　　　　　　　　　　倫池徹）

55弓1661価5継8（52a5）＝622　　　　ヨ

　　　　　　　せよみす　　　　高知県清水鉱一幽含銅硫化鉄鉱鉱床概況

臨和25年5月当地方炉材珪石調査の際1日当鉱床

を概査した。

　1．鉱区番号試登2492号。
　，2』鉱業権i者北村健彦他1・（高即声東唐人町28）％

　　　　　　　　キよみす”歌・位蹴灘陳川樽、酬こあゆ・嬉町から剰ヒ

方約4km。交通便。
　生　地質及び鉱床安藝川暦の頁岩中に脛胎する含銅’

硫化鉄鉱床であり，数個の小鉱休（大きなもので長径

20m）’の集合である。型態はレンズ状叉は塊状をなす

が，それ等の長径は垂直に近い角度を有して立つてv・る，，

ものが多V・。、

5・見込品位相当高い1弟準均精鉱品位1まCu6％・）

S40％前後q
6．・その他，、自下休山中。’既知鉱体の殆んどを探掘し

つくしてv・る様で残存鉱量は少い。なお今後適当な方法　　　一

で探鉱を行う必要がある。［（菊弛徹）

553．44：55058　（52L44）；622．1

　　　　　　　　　　　　中　龍　鉱　山

昭1和231年7月及び11月に編井県大聾郡下穴馬村

中龍鉱山を調査せる報告書である。内容目次はユ緒言，

2総括，ぎ入形断暦附近，ン4南仙翁鉱床，他陽図4葉。『

本調査の目的は人形断暦の癌質に依つて人形中山鉱床め

調し査毅1告

探鉱方針を決定する事を主とした事と，南仙翁鉱床め地

表調査を主としたものである。なお本調査の基礎的方面1
ぞ

は京大田久保教授，鵜飼助教授那行われ，その報告も併せ

嗣してある。結論としては人形断暦は本山鉱床を二つに’

58



、

誓　　、

切断し，人形鉱床と中山鉱床に区分する。，この断層は水

亭移動200m落差最大400m位。なお本報告は弐年度に

調査を継続する予定にて中間報告としたものである。

（浜野一憲　矢崎渚貫原著堀趣抄録）』
／

553．32；55α3（521．53）ミ62ゑ．1

岐・阜県試登4723号鉱区マン・ガン鉱床調査報告

昭和23年｛5月に肢阜県可児郡錦津村のマンガ著鉱

区の概査報告である・鉱区陽近の地質は角岩・砂岩・粘

板岩の互暦からなる市生層と第三紀角礫宥層から構成さ

れ七いるbマンガシ鉱床は古生厨の角岩中に胚胎せられ・

　　　　　553．43二550，8（521．85）：622。1

た交代鉱床である。鉱体は2個あるが厚さは卒均26cm。

MnO235～50％・稼行対象となり難V・・（鵡井罵郎原・

著・堀越擁！

　　　　　　　　　‘

輻　。重　　鉱　　山　　調・査　、報、P告

　昭和23．年2月山口県美彌郡於編村大嶺町の福重鉱 ・　自然電位法を実施し，2ヵ所に著しV・異常を認めた6、中・

、1山（銅）を地質調査及び物理探鉱を行つた結果報告である。・1吻所は現在坑道を中心とする区域・他は試錐の將來予

鉱床は石次岩友びホルンフエルス中に胚胎し，莫雲閃緑

岩を蓮鉱岩とする高熱交代鉱床である。鉱床は磁鉄鉱を

車ξレ銅め二次富化帯を俘う。銅鉱の粗鉱品位は雫均

7，4％。地質的に新鉱床の発見可能と考え，磁気探鉱及び

　　　　　　　乙　11
　　　　　55a982；暴5α8（52128）

○

　1位麗及び交通・

　安房鴨川町西方8km；佐貫一安房鴨川バスにより
吉尾村六幡ポ車，嶺岡敦場行道路に浩い南下約島500m6

　11・地質及び石油徴便

　嶺岡牧場行道路はその分岐点（1／50，000地形図安房

・鴨川図臨西北隅，吉尾村板屋部落東方300m）Lより南方

約1，500mの地点に道路澹小切割を有するが，とれより．

、南方30Qmの聞道路東側には相当硬い中粒掻岩層が露

出し・走向N500E・傾斜N500を示し・裂罐に富み・塊1伏・

且つ方解石の輝状趨題によ、り貫かれてv・る。これより．

南方道路滑約200甲の東側山脚切取りに黒色頁岩暦が

露出する。叉その道路西側は貯水池の堤となつてV・る。

　（1）上詑堤卑側崖に露出する黒色頁岩は滑り面を有

する1辺3～5cmの細片に破陣’し，黒色光沢を有する。

こゾ6ぼ頁岩め割目から硫質泉の浸出があり，道路側排’

水溝i内に灘離硫黄の白色沈澱が卑られるる叉破埣塊中に、

は1辺α1ん閃mmの黄韓繕晶を含む事が励，・叉

裂隙は白色方解石脹により充墳せられる処がある・叉径

ユ70cmに達する縮甲1伏泥次岩・団球を埋める部分がある。

この黒色頁岩を破埣し1て水中に投ずると油膜らしV軽の

を生ず為。

定地とした。内容目家1・滑革・琴位置交通・3・地形ジ

4・地質・5・鉱床（型・鉱石・脈石）・6・鉱床各説17・・鉱

量及び品位，8．物理探鉱成果，9ミ現況，10．結論及び意見，

、附図13i葉。て浜野一・憲外5名）『、

干
．
糞
県安房郡吉尾村八丁の石油饗候　、9』，　　　．』

　　　。　　　　　　・　　（2）貯水池南端で池に注く櫻流に沼ρて潮れば渓流

Q羅に厳鶴れて麹傾斜不明曝色頁岩が露晒
採ρて水中で破埣すると微弱な油膜を生ずる。

　（3）上記漢流に滑い貯水池から200m・の地点の黒色

頁岩は明瞭な油膜を伴う。又同処の砂防塁に接して見ら

れる断層（N5・隅8与6＄E）の麟欝㈹麟塊中に1

石油を含み，これを槌打粉埣すると明瞭な石油臭を肇し，

郭中に投ずると鈍色の油膜を生ずるムなお破陣帯は黒色

外観を呈LてV・る。　・

　（4）この漢流をなお湖る≧・時に砂岩の介在を見る’，

が，甚だレく破陣を蒙り走向傾斜不明である。叉黒色頁

岩は破葎孔隙に石油を包藏するよう』奪1．水中に投ずると

微かながら沸膜状浮游物を曇ずる。　　　　　　童

　これら油徴を有する黒色頁岩層Q厚さは500m以上
’
で
，
所
謂 嶺岡層上孚部中位に属するものロのようである。

（東京通塵局勤務本所燃籾部粂務井島偉玉郎）

　本文は井島技官が千葉県に提出した報來に補筆したも

のである。現在関車地方の石油埋藏の可能性に就き大方

の開心が帯まつてい為折かわその憎参考資料として提出ロ、

する。（金原均二）　・

o
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